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　はじめに

近年、建設環境の変化から、建築生産のさまざまな分野で　コストの重
要性が一段と認識されるようになり、建築数量や建築コストの専門家の活
躍が求められるようになってきた。

わが国唯一の建築積算技術者の団体である社団法人日本建築積算協
会（以下、当協会という）は、この社会的な要請に対応するために建築積
算技術者の育成と技術向上に力を注ぐとともに、関連知識や技術の調査
研究を通じ、社会に対し情報発信を行っている。

当協会内部には10の委員会があり、その一つに情報委員会がある。こ
の委員会に先端的情報システムの調査研究ワーキンググループを置き、
ＢＩＭ（Building Information Model）データ作成ツール（以下、ＢＩＭツールと
いう）と建築積算システム間のデータ連携について、調査研究と実現方法
の検討を行ってきた。

　　●ＢＩＭデータ作成ツールと建築積算システムの連携用中間ファイルの提案



　１．ＢＩＭツール・積算システム連動中間ファイル検討グループ

●　 社団法人日本建築積算協会
　　　情報委員会　ＷＧ１（先端的情報システム調査・研究ＷＧ）
　　　ＢＩＭツール・積算システム連動中間ファイル検討グループ

● メンバー
　　　積算システムベンダー及び開発経験のある企業の代表者

● ２１年度：環境や各社の状況など、基礎的な調査・研究を実施

● ２２年度：ＢＩＭモデルを利用した建築数量積算に関する
　　　フィージビリティー･スタディー（｢データ交換用中間ファイル｣ の検討）

● ２３年度：実用化に向けた活動
　　　・ ｢データ交換用中間ファイル｣ の仕様作成
・実用化に向けた、仕様書・規約書の作成と公開

　　●ＢＩＭデータ作成ツールと建築積算システムの連携用中間ファイルの提案



　２．当協会におけるＢＩＭ研究の背景

ＩＴ技術の進歩

グローバル化

社会環境の変化

建築積算技術者
業務範囲の変化

ＢＩＭ

　
・最も注目すべきものがBIMというキーワードで起こりつつある。

・当協会は、この変化が近年のＩＴ技術の進歩とグローバル化と　　　
相まって、近い将来、建築生産活動に大きな変革をもたらし、建築　
生産管理手法の主流になって行く可能性を秘めていることに注目。

社会的要請の
多様化

・建築積算技術者の業務範囲は、社会的要請の多様化により変化。

ＢＩＭ→建築生産活動の変革、建築生産管理手法の主流

　　●ＢＩＭデータ作成ツールと建築積算システムの連携用中間ファイルの提案



　２．当協会におけるＢＩＭ研究の背景

●積算技術者の業務範囲拡大

ＢＩＭでは建物データの共有化が飛躍的に
進むため、積算技術者の業務は計測・計算・
見積に留まらず、常にＰＣＭ（プロジェクトコス
トマネージメント）＝総合的なコスト管理を指
向する方向へ移行。

従来の積算業務
計測・計算・見積

ＰＣＭ
総合的なコスト管理

●ＣＡＤソフトからＢＩＭツールへ●ＣＡＤソフトからＢＩＭツールへ

　　●ＢＩＭデータ作成ツールと建築積算システムの連携用中間ファイルの提案

●ＢＩＭの調査研究により、建築積算の将来技術の可能性を検討

従来の２Ｄ・CAD
積算情報の不足

従来の２Ｄ・CAD
積算情報の不足

ＢＩＭツール
積算情報の充実

ＢＩＭツール
積算情報の充実

ＢＩＭツールが数多くリリースされ、積算を
行うために必要な建築構成要素の形状と属
性情報を上流工程の設計段階で入力する
こと、いわゆるフロントローディングの道が
開けてきた。



　３．ＢＩＭに対応した建築積算システムの考え方

ＢＩＭに対応した建築積算システムのあり方としては、次の２通りが考えられる。

①ＢＩＭツール内に積算・見積機能を搭載
・コスト＋操作性＋システムの完成までにかかる時間に課題。
・建築積算技術者が、新たにＢＩＭツールを購入・機能習得が必要。
・費用面、技術面、運用面等から考えて得策ではない。

②ＢＩＭツールの外部出力データと建築積算システムの連携
・ハード、ソフト双方の既存資産の利用が可能。
・実務面では現状の操作性を維持。 →スムーズな導入が可能になる。
・技術面、運用面のハードルが低い。→早期実現と開発費用低減。

ＢＩＭツール

モデル作成機能

建築積算システム

積算機能
外部
ﾌｧｲﾙ

②ＢＩＭツールの外部出力データと建築積算システムの連携

ＢＩＭツール

モデル作成機能

積算機能

ＢＩＭツール

モデル作成機能

積算機能

①ＢＩＭツール内に積算・見積機能搭載
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　４．ＢＩＭデータ連携で積算システムに求められる要件　４．ＢＩＭデータ連携で積算システムに求められる要件

建築積算システムに求められているもの

①建築積算基準に則した正確な数量。
②施主、設計者、施工者、他関係者全員が納得できる客観性。

建築数量積算基準

正確な数量

客観性を
持ったデータ
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　５．ＣＡＤデータを利用した建築積算システム

従来の業務

設計

図面

積算システム

計算
集計

従来の
ＣＡＤ

拾い

従来のＣＡＤシステムから出力された
データは自動積算をシステム的に行うた
めには情報が不足。

不足情報の追加入力作業が、実用化
を阻む要因。

設計

図面

積算システム

計算
集計

従来の
ＣＡＤ

拾い
追加入力

ＣＡＤデータの利用

ﾃﾞｰﾀ

・システム毎にプログラムが開発されている。
・情報不足による追加入力が多く、実用的ではない。

●ＢＩＭツールのデータには、自動積算を可能にする情報が存在する。
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　６．ＢＩＭツールのデータを利用した建築積算システム

・ＣＡＤシステムを特定することなく積算システムがデータを受け取る為には・・
→「ＣＡＤシステムの種類×建築積算システムの種類」の変換ソフトが必要。

設計 積算

ＣＡＤ
①

積算
ｼｽﾃﾑ①

従来のＣＡＤと積算システムの関係

ＣＡＤ
②

積算
ｼｽﾃﾑ②

変換ソフト
９種類

ＣＡＤ
③

積算
ｼｽﾃﾑ③

追加入力が
多い

・ＣＡＤがＢＩＭツールに代わると、追加入力は大幅に削減されると予想できる。
　　　→しかし、変換ソフトの数と運用の煩雑性は変わらない。

設計 積算

ＢＩＭ
ツール①

積算
ｼｽﾃﾑ①

ＢＩＭツールと積算システムの関係

ＢＩＭ
ツール②

積算
ｼｽﾃﾑ②

変換ソフト
９種類

ＢＩＭ
ツール③

積算
ｼｽﾃﾑ③

追加入力が
少ない
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　６．ＢＩＭツールのデータを利用した建築積算システム

設計 積算

ＢＩＭ
ツール①

積算
ｼｽﾃﾑ①

ＢＩＭ
ツール②

積算
ｼｽﾃﾑ②

変換ソフト
システム毎
１種類

ＢＩＭ
ツール③

積算
ｼｽﾃﾑ③

共通
形式

データと手順の標準化による改善

・ＢＩＭツールと建築積算システム間のデータ交換形式と手順を標準化
→積算業務の効率化＋新たなビジネスチャンス創出。

設計 積算

ＢＩＭ
ツール①

積算
ｼｽﾃﾑ①

ＢＩＭツールと積算システムの関係

ＢＩＭ
ツール②

積算
ｼｽﾃﾑ②

変換ソフト
９種類

ＢＩＭ
ツール③

積算
ｼｽﾃﾑ③

・ＢＩＭツールを特定することなく積算システムがデータを受け取る為には・・
→「ＢＩＭツールの種類×建築積算システムの種類」の変換ソフトが必要。
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　７．連携する標準外部ファイル

実現の可能性が高いものは、次の２つ。

①ＩＦＣ仕様の外部ファイル

一般社団法人 ＩＡＩ日本が提唱する国際的なデファクトスタンダード
国際的にもＢＩＭツールがサポート、ＢＩＭ本来の理想的なスタイル。
積算システム側から見たＩＦＣ仕様の外部ファイルは、仕様が複雑。
→調査や規約検討に時間がかかる。
→既存システムの改修が大規模になる。
→建築積算システム開発者に大きな負担。

②当協会策定の中間ファイル

既存の建築積算システムを有効活用
→システムの開発者、利用者の負担を軽減。
→ＢＩＭツール、建築積算システム共　中間ファイルへの対応が必要。

設計 積算

ＢＩＭ
ツール①

積算
ｼｽﾃﾑ①

ＢＩＭ
ツール②

積算
ｼｽﾃﾑ②

変換ソフト
システム毎
１種類

ＢＩＭ
ツール③

積算
ｼｽﾃﾑ③

共通
形式

データと手順の標準化による改善

　　●ＢＩＭデータ作成ツールと建築積算システムの連携用中間ファイルの提案



　７．連携する標準外部ファイル

①将来像（理想形） ②今回の提案

ＢＩＭ本来の理想的な運用

仕様が複雑
→調査・規約検討が時間が必要。
→既存システム改修に時間と費用が必要。

ＢＩＭ
ツール

積算
システム

施工系
システム

ＩＦＣ仕様ＤＢ（建築積算対応）

設計 積算 施工

中間
ファイル

ＢＩＭ
ツール

積算
システム

施工系
システム

ＩＦＣ仕様ＤＢ

設計 積算 施工

ＢＩＭへの取り組みの負担とリスクを軽減

既存システムの有効活用有効活用
→ＢＩＭのメリットをいち早く享受。
→積算技術者のＢＩＭへの取り組み支援。

積算に必要な
エッセンスを抽出。
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　７．連携する標準外部ファイル

①将来像（理想形） ②今回の提案

当協会は、建築積算技術者が気軽にＢＩＭに取り組み、大きなリスクを負う

ことなくそのメリットを享受することを可能にするため、当面は②を推奨する。

そのため、当協会として中間ファイルのフォーマットを提示する。

ＢＩＭ
ツール

積算
システム

施工系
システム

ＩＦＣ仕様ＤＢ（建築積算対応）

設計 積算 施工

中間
ファイル

ＢＩＭ
ツール

積算
システム

施工系
システム

ＩＦＣ仕様ＤＢ

設計 積算 施工

積算に必要な
エッセンスを抽出。
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　８．積算業務上の２次的メリット

各社の積算システム同士でも、拾いデータ互換が可能となる。

→複数の積算システムを運用するコスト削減と作業煩雑性の回避。
→業界ネットワークの拡大と多様化による、ビジネスチャンス拡大。
→システム開発コスト低減。

　　●ＢＩＭデータ作成ツールと建築積算システムの連携用中間ファイルの提案

建築積算
システム①

Ａ社

建築積算
システム②

Ｂ社

建築積算
システム③

Ｃ社
えーと、
Ｘ社さんはAシステムで、
Ｙ社さんはＢシステムで・・・。

中間
ファイル



　９．中間ファイルの概念

中間ファイルの策定は２ステップ
第1ステップ：外部・内部の仕上。第２ステップ：躯体。

【仕上の中間ファイルの基本的な考え方】
部屋毎、床、壁、天井の部位を複数の多角形平面に展開して捉える。
ＢＩＭツールのデータを平面モデルデータ（下地込み）に分解して切り出す方式。

壁1-2
壁1-1

壁2
壁3

壁4

壁5
壁6

壁7

床1

段違い床2

AD1

AD2

AW1

AW2 部屋Ａ部屋Ａ

例えば、床の形状が５角形
で、１ヶ所の柱形がある部屋の
場合、壁は壁１～壁７の７面。

またひとつの面に異なる仕
上がある場合は、壁１ｰ１、　　
壁１ｰ２と定義する。

間仕切壁、建具・雑・金物は
専用の拾いデータを定義。
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　１０．中間ファイルの構造

データの書き出しやすさ、取り込みやすさを重視し、
複数のファイルレイアウト（テーブル定義）を用意。

Ａ Ａ Ａ

１．
プロジェクト

１３．部位頂点
座標

１１．
建具・開口

５．仕上下地
リスト

７．部位別
仕上構成

１４．仕様
（明細形式）

２．棟

４．通芯
(Ｘ,Ｙ通り) ３．階 (Z)

８．間仕切
リスト

１０．
雑・金物

９．間仕切 ６．部屋

Ａ

Ａ １２．建具・開
口接続情報
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　１１．テーブル定義書とサンプルデータ

テーブル名

1 プロジェクト

No. 項目名称 項目ID 型 長さ 小数 必須 主キー

1 プロジェクトコード 文字型 12   　

2 プロジェクト名 文字型 100 　 　 　
3 プロジェクト管理情報 文字型 100
4 データ作成日 文字型 8
5 データ作成ツール名 文字型 50
6 データ作成ツールバージョン 文字型 20
7 データ作成者 文字型 20
8
9
10

テーブル名

2 棟

No. 項目名称 項目ID 型 長さ 小数 必須 主キー

1 棟区分 文字型 4 Y 1 　
2 棟名称 文字型 32 　 　 A棟、B棟
3 建物用途 文字型 32 　 事務所、マンション・・・・・
4 構造 文字型 32 RC造、SRC造・・・・・
5 地下階数 数字型 2 1・・・99
6 地上階数 数字型 3 1・・・999
7 塔屋階数 数字型 2 1・・・99
8 建築面積（㎡） 数字型 8 2
9 延床面積（㎡） 数字型 8 2
10

テーブル名

3 階構成

No. 項目名称 項目ID 型 長さ 小数 必須 主キー

1 棟区分 文字型 4 Y 1 　
2 階コード 文字型 6 Y 2 　
3 階名称 文字型 32 　 　 B9・・・・・・・,1F,2F、・・・・・・、P1・・・・
4 階高(mm) 数字型 8 2 　
5
6
7
8

備考

　

備考

　

　

　

備考

　

　

[プロジェクト]
V1.1,201109001,サンプル工事,,20110915,○○積算システ
ム,Ver1.0,□□　□□,1,1,1,1
[棟]
1,本体,事務所,RC,0,5,0,268.95,1101.8
[階構成]
1,1,1F,4000.00
1,2,2F,3500.00
1,3,3F,3500.00
1,4,4F,3500.00
1,5,5F,3200.00
[通芯情報]
1,1,1,1,0,-1000,0,14450
1,1,2,2,6450,-1000,6450,14450
1,1,3,3,12000,-1000,12000,14450
1,1,4,4,18450,-1000,18450,14450
1,2,1,A,-1000,0,19450,0
1,2,2,B,-1000,6550,19450,6550
1,2,3,C,-1000,13450,19450,13450
[仕上下地リスト]
1,1,1,23,1.000
1,2,1,9,1.000
1,2,2,41,1.000
1,3,1,27,1.000
1,3,2,41,1.000
1,4,1,27,1.000

　テーブルデータ出力形式は、カンマ区切りの
テキスト形式（CSV形式　拡張子.csv）を採用

２．中間ファイル（仕上）
の仕様と項目解説
をご参照ください
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　１２．中間ファイルの運用

積算用中間ファイルに出
力する為の情報入力

ＩＦＣ・
中間ファイル
変換機能

当協会推奨
中間ファイル

積算情報付加
中間ファイル
出力機能

積算情報付加
中間ファイル
出力機能

設計技術者の作業範囲
積算技術者の作業範囲

Ａ社
ＢＩＭツール

Ｘ社
積算ツール 集計表

明細書
仕様書
図面

ＩＦＣデータ
第３の
ツール

設計技術者用
モデルデータ

ＢＩＭモデル
作成
標準機能

中間ファイル
入力・積算情報
付加機能

計算・集計＆
提出書類を
作成する機能

設計技術者用
モデルデータ

積算技術者用
拾いデータ

提出用書類を作成
する為の情報入力

積算用中間ファイルから
入手できない情報の入力

計算・集計＆
提出書類を
作成する機能

中間ファイル
入力・積算情報
付加機能

ＢＩＭモデル
作成
標準機能

積算技術者用
拾いデータ

仕様書
図面

集計表
明細書

Ｂ社
ＢＩＭツール

Ｙ社
積算ツール

　　●ＢＩＭデータ作成ツールと建築積算システムの連携用中間ファイルの提案



　おわりに

今回の提案するＢＩＭツールと建築積算システムの連携用中間ファイルは、積
算技術者の方々がＢＩＭに関与する仕組みを提供するものである。

これにより、積算業務の効率化に寄与するものと考えている。

今回策定した中間ファイルは、｢Ｖｅｒ．１.0｣と位置付けており、今後、より良い
ものへと成長させるべく、当協会のホームページを通して建築積算技術者・設計
技術者およびシステム開発関係者の方々からご意見を頂きたい。

また、建築積算システム、ＢＩＭツール開発ベンダー各社に対しては、当協会
の趣旨にご賛同頂き中間ファイル入出力機能の開発をお願いしたい。

当協会は中間ファイルの策定に当たり、ＩＦＣの普及を推進する一般社団法人
IAI日本を始めとする建築情報の標準化推進に関わる団体、並びに建築業界の
協会、団体、建設会社、設計事務所、積算事務所などとの情報交換や意見集約
を行い、より効果的なＢＩＭ活用の道を追求していくつもりである。

詳細に関しては当協会ホームページをご参照ください。http://www.bsij.or.jp/
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